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●活動内容●

－地域イノベーションを推進する、イノベータ人材育成プログラムを開発する－

●研究メンバー●

日本では現在、「国から地方へ」「官から民へ」という合言葉のもとに、自主的・自立的で持続可能な地域形成が進めら
れ、政府は「知恵と工夫の競争をサポート・促進」「自主裁量の尊重」などを方針として打ち出している。
こうした状況の中で、地域においてはイノベーションを推進できる人材の育成が早急の課題となる。

そこで世界初の本学・知識科学研究科では地域社会との連携をはかり、 「知識創造」によりイノベーションの為の課題
発見と課題解決に果敢に取り組み、イノベーション成果を産み出す「ソーシャルイノベータ」育成のためのプログラムを
開発する。

【コースの特色】

○知識創造による価値創出へ
のこだわり

○人間力と技術力の2刀流
○ソーシャル・イノベーション
コミュニティの構築
○全員主役主義の実践
○四画面思考法の実践

【平成18･19年度の取組み】

◇「地域再生システム論」開講
◇自治体との連携プロジェクト実施
〔能美市/加賀市/七尾市〕

◇JAISTフォーラム【18年のみ】

民間企業・地域社会におけるイノベーション創出に向けて
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地方公共団体

民間企業

ボランティア NPO

地域社会において
イノベーションが実践できる
人材の育成と供給

統合科学技術コース

知識科学研究科の使命：

知識基盤社会を牽引する

理論の研究と人材の育成
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北陸先端科学技術大学院大学

人間力

民間企業において
技術経営改革が実践できる
人材の育成と供給
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